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第６章 ICT を活用した「スマート田んぼダム」の取組 

６．１ 「スマート田んぼダム」とは 

 近年、ICT を活用した水管理労力の低減等を目的として、自動給水栓や自動排水栓を導入

した水管理が行われています。 

 「スマート田んぼダム」とは、「田んぼダム」の取組を、自動給水栓、自動排水栓を活用

して行う取組です。遠隔操作により、降雨前の事前排水、降雨中の貯留・流出抑制、降雨後

の排水を行うことで雨水貯留能力を向上させるとともに、地域一体となった一斉操作により、

「田んぼダム」の安全かつ確実な実施を図る取組であり（図 40）、現在各地で実証的な取組

が行われています。 

 

図 40 「スマート田んぼダム」の実施イメージ 
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写真７、８に自動給水栓・排水栓の設置例と管理画面のイメージを示します。ICT を活用

した自動給水栓・排水栓を導入することにより、以下のことが可能となります。 

・ 遠隔操作で安全に水位を確認、管理することができる。 

・ 事前に貯水や排水の手順を設定しておき、操作者がモードを変更すると、設定したと

おりの操作が行われるなど、操作の自動化を行うことができる。 

・ 田面水位を記録することができることから、「田んぼダム」の活動に伴う水位の変化や

貯水量の見える化ができる。 

  

写真７ 左 自動給水栓設置例  右 自動排水栓設置例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真８ 管理画面のイメージ  



66 
 

また、「スマート田んぼダム」の取組を検討するに当たっては、以下のような点に留意す

ることが重要です。 

① 自動給水栓・排水栓の導入は営農への効果の観点から検討 

 自動給水栓・排水栓を導入することで、水管理労力の大幅な軽減、適切な水管理によ

る収量や品質向上、水位に応じた用排水の制御による効率的な水管理等の効果が考えら

れます。 

一方で、「スマート田んぼダム」は、水災害の軽減等を目的とした取組であり、「田ん

ぼダム」としての水管理では、水稲の収量や品質には効果がありません。 

自動給水栓・排水栓には導入時の費用に加えて、通信費等の費用が継続的に必要であ

ることから、毎年行う営農への効果の観点から導入を検討することが重要です。 

② 行政機関を中心に操作のタイミングや手法を事前に調整 

「スマート田んぼダム」は、降雨予測や降雨状況等の情報に基づき、事前排水、貯留、

排水を行う判断をし、遠隔で自動給水栓・排水栓を操作する取組であり、適切なタイミ

ングで操作がされなければ効果は発揮されません。 

一斉に排水すると下流の水位に影響を与えるおそれもあることから、関係する行政機

関を中心として、事前排水、貯留、貯留後の排水といった操作について、降雨予測、降

雨状況、排水路や河川の水位等がどのような状況になったら操作を行うのかといった操

作の条件（タイミング）や操作の手法を事前に調整することが重要です。実証事業で作

成した「スマート田んぼダム」 機器操作等実施要領（案）を参考資料３に示しますので、

参考にして下さい。 

また、大雨が予想される度に判断や操作を行うことは、行政機関や操作を行う者の負

担になると考えられることから、降雨予測、降雨状況、排水路や河川の水位等が関係者

間で事前に調整した条件に達した場合に、自動的に操作が行われるような体制と仕組み

を構築することも有効であると考えられます。 

③ 作物の生産に影響のない範囲で実施する取組 

「スマート田んぼダム」も「田んぼダム」と同様に、作物の生産に影響を与えない範

囲で、農業者の協力を得て実施する取組です。 

 大豆や小麦などの湛水の影響を大きく受ける作物を作付けする水田では行えません。 

また、地域の水需要、農作業、作物の生育等の状況を踏まえて、操作のタイミングや

手法について農業者と事前に調整し、作物の生産に影響を与えない範囲で操作を実施す

ることが重要です。 
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６．２ 「スマート田んぼダム」の効果 

「スマート田んぼダム」も「田んぼダム」と同様に、排水路や河川の流下能力や排水機場

の排水能力を超える降雨があった場合でも、排水路や河川の水位の上昇を抑え、溢れる水の

量や範囲を抑制することで、被害を軽減することができます。「スマート田んぼダム」の効

果について、水田からの流出量抑制効果、排水路や河川の水位上昇抑制効果を示します。 

６．２．１ 水田からの流出量抑制効果 

〇 事前排水を行うことでより大きな効果を発揮 

「スマート田んぼダム」は、「田んぼダム」の流出量調整器具の代わりに、自動排水

栓により、貯留時（水田の水位を上昇させる）は排水口の堰板を上昇させ、排水時（水

田の水位を下降させる）は排水口の堰板を下降させることで、「田んぼダム」と同様に

水田の雨水貯留機能を向上させます。 

降雨前に事前に排水することで、より大きな効果を発揮することができます。実証

事業で流出量の観測を行った結果を図 37 に示します。堰板を下降させ事前排水を行

った後に、堰板を上昇させ貯留している期間は流出がなく、降雨後に堰板を下降させ

て排水することで、ピーク流出量を抑制する効果が確認されました（図 41）。 

  
図 41 水田からの流出量抑制効果（実証事業観測結果）  
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〇 様々な規模の降雨に対して効果を発揮 

「スマート田んぼダム」は、規模の小さい降雨から大きい降雨まで様々な規模の降雨

に対して効果を発揮することができます。 

実証事業で行ったシミュレーションの結果を図 42 に示します。 

10 年に 1回程度（最大時間雨量 57.1mm、総雨量 168.3mm）の規模の降雨では、全く流

出することなく降雨の全量を貯留する結果となりました。 

50 年に１回程度（最大時間雨量 71.6mm、総雨量 242.4mm）では、ピーク流出量を 90％

抑制しており、通常の「田んぼダム」の機能分離型の 85％よりも大きな効果を発揮して

いますが、100 年に 1 回程度（最大時間雨量 77.5mm、総雨量 277.1mm）の規模の降雨で

は、ピーク流出量の 78％を抑制しますが、通常の「田んぼダム」の機能分離型の 86％よ

りも小さくなるという結果になりました。 

100 年に１回程度の降雨に対して「田んぼダム」の機能分離型のほうがピーク流出量

の抑制効果が大きくなったのは、「田んぼダム」の機能分離型は、流出量調整器具から排

水しながら貯留するのに対して、「スマート田んぼダム」は、事前に排水した上で堰板を

上昇させることで、より多くの空き容量を確保しますが、貯留を開始してからは全く排

水することなく貯留するため、大規模な降雨により堰板上端まで田面水位が達し、空き

容量を使いきると、通常の排水と同じ状況になるためと考えられます。 

 

図 42 水田からの流出量抑制効果（実証事業 シミュレーション結果） 

確率降雨：気象庁栃木観測所の観測値を基に算出 

ほ場条件：畦畔高 30cm, 水位調整板の堰幅 22cm, 流出口径φ110 

機能分離型の流量調整器具：流量調整板に口径φ40 の流出孔 

貯留前の初期水深：0cm 

自動排水栓の堰高（貯留可能高）：15cm （吹上東部地区の設定値） 
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〇 貯留のみでも効果を発揮 

「スマート田んぼダム」は、事前排水を行うことでより大きな効果を発揮すること

ができますが、農業用水の需給が厳しい地域や施肥等を行った直後など、事前排水を

行うことによって、作物の生産に影響を及ぼすことも考えられます。したがって、農

業者や営農関係機関と事前に事前排水が可能な時期について調整を行うことが重要で

す。 

また、事前排水を行わない場合であっても貯留操作を行うことで、事前排水を行う

場合よりも効果は小さくなりますが、規模の小さい降雨から大きい降雨まで様々な規

模の降雨に対して効果を発揮することができます。 

実証事業で行ったシミュレーションの結果を図 43 に示します。 

10 年に 1回程度（最大時間雨量 57.1mm、総雨量 168.3mm）の規模の降雨では、ピー

ク流出量の 95％を抑制する効果が発揮されています。 

50 年に１回程度（最大時間雨量 71.6mm、総雨量 242.4mm）では、ピーク流出量を 67％

抑制しており、100 年に 1 回程度（最大時間雨量 77.5mm、総雨量 277.1mm）の規模の

降雨では、ピーク流出量の 52％を抑制と、事前排水を行う場合よりも効果は小さくな

りますが、大きな降雨でも効果が発揮されるという結果となりました。 

 
図 43 水田からの流出量抑制効果（実証事業 シミュレーション結果） 

自動排水栓の堰高（貯留可能高）：15cm（吹上東部地区での設定値）  

「スマート田んぼダム」実施(貯留のみ)の初期水深：5cm 

「スマート田んぼダム」実施(貯留のみ)の貯留可能高：10cm（15cm-5cm） 
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６．２．２ 排水路や下流河川の水位上昇抑制効果 

〇 排水路や下流河川の水位上昇を抑制 

 「スマート田んぼダム」に取り組んだ水田からのピーク排水量を抑制することで、

排水路や河川の水位上昇を抑制する効果に繋がります。 

実証事業で行ったシミュレーションの結果を図 44 に示します（流量算出地点の位

置は図 14 のとおり）。 

10 年に 1回程度（最大時間雨量 57.1mm、総雨量 168.3mm）の規模の降雨では、ピー

ク流量を 31％抑制しており、通常の「田んぼダム」機能分離型の 22％よりも大きな効

果を発揮しています。 

50 年に１回程度（最大時間雨量 71.6mm、総雨量 242.4mm）でも、ピーク流出量を 24％

抑制しており、通常の「田んぼダム」機能分離型の 19％よりも大きな効果を発揮して

います。 

また、100 年に 1 回程度（最大時間雨量 77.5mm、総雨量 277.1mm）の規模の降雨で

は、ピーク流出量の 20％を抑制し、通常の「田んぼダム」の機能分離型の 18％よりも

大きな効果を発揮するという結果になりました。 

 
図 44 幹線排水路の流量抑制効果（栃木県栃木市吹上東部地区 シミュレーション結果） 
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〇 貯留のみでも効果を発揮 

水田からの流出量抑制効果と同様に、貯留のみでも排水路や下流河川の水位上昇抑

制効果を発揮することができます。 

実証事業で行ったシミュレーションの結果を図 45 に示します（流量算出地点の位

置は図 14 のとおり）。 

10 年に 1回程度（最大時間雨量 57.1mm、総雨量 168.3mm）の規模の降雨では、ピー

ク流出量の 30％を抑制する効果が発揮されています。 

50 年に１回程度（最大時間雨量 71.6mm、総雨量 242.4mm）では、ピーク流出量を 20％

抑制しており、100 年に 1 回程度（最大時間雨量 77.5mm、総雨量 277.1mm）の規模の

降雨では、ピーク流出量の 14％を抑制と、事前排水を行う場合よりも効果は小さくな

りますが、大規模な降雨でも効果が発揮されるという結果となりました。 

 

図 45 幹線排水路の流量抑制効果（栃木県栃木市吹上東部地区 シミュレーション結果） 
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〇 排水操作のタイミングを誤ると下流の水位が上昇するおそれ 

6.1 で記載したとおり、事前排水や貯留後の排水は操作のタイミングや手法を適切

に行わなければ、下流の水位に影響を与えるおそれもあります。 

図 46 に、降雨開始と同時に事前排水を開始した場合のシミュレーション結果を示

します。事前排水を行った場合のピーク流量（50.4m3/s）は、「スマート田んぼダム」

を行わなかった場合のピーク流量(49.7m3/s)よりもわずかに上回っていることが分か

ります。 

このように、操作のタイミングを誤ると流量抑制効果は発揮されず、「田んぼダム」

の取組面積が流域に占める割合や操作のタイミングによっては、下流の水位に影響す

る可能性もあります。 

そのため、関係する行政機関を中心として、操作のタイミングや手法を事前に調整

した上で、適切に操作を実施することが重要です。 

 

図 46 降雨開始と同時に事前排水を行った場合の流量（実証事業 シミュレーション結果） 
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６．２．３ 浸水量、浸水面積の低減効果 

「スマート田んぼダム」も「田んぼダム」と同様に、水田からのピーク排水量を抑制

し、排水路や河川の水位上昇を抑制することで、排水路や河川からの浸水量や浸水面積

を軽減する効果に繋がります。 
実証事業において、排水機場で常時排水を行っている低平地の新潟県新潟市の和田地

区を対象に行ったシミュレーションの結果を図 47 に示します。 
50 年に１回程度の降雨（最大時間雨量 54mm、総雨量 171mm）の場合に浸水量、浸水面

積ともに30％低減する効果が示されており、10年に１回程度の降雨（最大時間雨量40mm、

総雨量 133mm）や、100 年に１回程度の降雨（最大時間雨量 62mm、総雨量 176mm）でも浸

水量、浸水面積を低減する効果が示されました。 

 

 

図 47 浸水量、浸水面積の低減効果（実証事業 シミュレーション結果） 

流域面積 9,623ha  水田面積率 41% 「スマート田んぼダム」取組率 100%  

貯留前の初期水深：0cm 

自動排水栓の堰高（貯留可能高）：15cm （和田地区の設定値） 

  

13

24 21

4

30

26

0

10

20

30

40

0

200

400

600

800

1/10年確率⾬量 1/50年確率⾬量 1/100年確率⾬量

減
少

率
(%

)

浸
⽔

⾯
積

(h
a)

浸⽔⾯積
「⽥んぼダム」未実施 「⽥んぼダム」実施
「スマート⽥んぼダム」実施 減少率「⽥んぼダム」
減少率「スマート⽥んぼダム」

16

26 25

5

30
27

0

10

20

30

40

0

500

1000

1500

2000

1/10年確率⾬量 1/50年確率⾬量 1/100年確率⾬量

減
少

率
(%

)

浸
⽔

量
(千

m
3 )

浸⽔量
「⽥んぼダム」未実施 「⽥んぼダム」実施
「スマート⽥んぼダム」実施 減少率「⽥んぼダム」
減少率「スマート⽥んぼダム」



74 
 

６．３ 「スマート田んぼダム」の営農への影響 

「スマート田んぼダム」も「田んぼダム」と同様に、作物の生産に影響を与えない範囲で、

農業者の協力を得て実施する取組です。本項では、自動給排水栓を普段は通常の水管理に活

用し、大雨の際には「スマート田んぼダム」としても活用する場合の営農への影響について

示します。 

６．３．１ 水稲の収量・品質への影響 

〇 「スマート田んぼダム」による湛水は許容の範囲内 

「スマート田んぼダム」も「田んぼダム」と同様に畦畔の範囲内（30cm）で雨水を

貯留する取組です。 

４．１で述べたとおり、土地改良事業計画設計基準及び運用・解説 計画「排水」に

おいて、30cm の湛水は許容の範囲内とされていることから、「スマート田んぼダム」

の実施により、畦畔の範囲内（30cm）で雨水を貯留しても、水稲の品質や収量には影

響を与えません。 

〇 「スマート田んぼダム」を実施した水田で収量・品質の明らかな影響は確認されなかった 

 実証事業で「スマート田んぼダム」の取組を実施した全国８地区の収量・品質を確

認した結果を図 48～50 に示します。「スマート田んぼダム」の実施によって、収量・

品質に明らかな影響は確認されませんでした。 

 

図 48 「スマート田んぼダム」実施水田と通常の水管理水田の収量比較 

（実証事業 調査結果）  
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図 49 「スマート田んぼダム」実施水田と通常の水管理水田の登熟歩合の比較 

（実証事業 調査結果） 

 

図 50 「スマート田んぼダム」実施水田と通常の水管理水田のタンパク質含有量の比較 

（実証事業 調査結果） 
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 実証事業で「スマート田んぼダム」を実施した農業者を対象としたアンケート（回

答数 24）においても、作物の収量・品質に悪い影響があったとの回答はありませんで

した（図 51,52）。 

 

 

図 51 自動給排水栓の収量への影響（実証事業アンケート調査結果） 
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図 52 自動給排水栓の品質への影響（実証事業アンケート調査結果） 
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６．３．２ 自動給水栓・排水栓の水管理労力への影響 

自動給水栓・排水栓を導入し、遠隔で水位を確認し、水管理を行うことで、通常の水

管理に係る作業時間を大幅に軽減することができます。実証事業の調査結果においては、

自動給水栓・排水栓を活用しなかった場合と比較して、平均で 52％作業時間を削減する

ことができました（図 53）。 

自動給水栓・排水栓には導入時の費用に加えて、通信費等の費用が継続的に必要です

が、「スマート田んぼダム」としての操作による、作物の収量・品質の向上や作業時間の

軽減といった効果はありません。 

一方で、通常の営農の観点からは、水管理労力を大幅に削減することができる等の効

果があることから、営農への効果の観点から導入を検討することが重要です。 

 

図 53 通常の水管理に対する自動給排水栓を活用した場合の作業時間の割合 

（実証事業 調査結果） 
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問い合わせ先 

〇 「田んぼダム」等の検討について（流域治水、農業用排水路、排水施設等） 

問い合わせ先 対象都道府県 

北海道農政部農村振興局農村設計課 

011-231-4111（内線 27-853）

北海道 

東北農政局農村振興部設計課 

022-263-1111（内線 4495）

青森県、岩手県、宮城県、秋田県 

山形県、福島県 

関東農政局農村振興部設計課 

048-600-0600（内線 3563）

茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県 

千葉県、東京都、神奈川県、 

山梨県、長野県、静岡県 

北陸農政局農村振興部設計課 

076-263-2161（内線 3464）

新潟県、富山県、石川県、福井県 

東海農政局農村振興部設計課 

052-201-7271（内線 2618）

岐阜県、愛知県、三重県 

近畿農政局農村振興部設計課 

075-451-9161（内線 2527）

滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県 

奈良県、和歌山県 

中国四国農政局農村振興部設計課 

086-224-4511（内線 2922/2622）

鳥取県、島根県、岡山県、広島県 

山口県、徳島県、香川県、愛媛県 

高知県 

九州農政局農村振興部設計課 

096-211-9111（内線 4721）

福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県 

大分県、宮崎県、鹿児島県 

沖縄総合事務局農林水産部農村振興課 

098-866-0031(内線 83351)

沖縄県 

農林水産省 農村振興局 水資源課  ０３－３５０２－８１１１（内線 ５５１６） 



80 
 

〇 「田んぼダム」等の検討について（流域治水、国管理の河川等） 

問い合わせ先 対象都道府県 

北海道開発局 建設部 河川計画課 

011-709-2311 

北海道 

東北地方整備局 河川部 河川計画課 

022-225-2171 

青森県、岩手県、宮城県、秋田県 

山形県、福島県（阿賀野川水系以外） 

関東地方整備局 河川部 河川計画課 

048-600-1335 

茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県 

千葉県、東京都、神奈川県、山梨県 

静岡県（富士川水系） 

北陸地方整備局 河川部 河川計画課 

025-280-8958 

福島県（阿賀野川水系）、新潟県 

富山県、石川県、長野県（信濃川水系） 

中部地方整備局 河川部 河川計画課 

052-953-8148 

長野県（天竜川、木曽川水系）、岐阜

県、静岡県（富士川水系以外）、愛知県 

三重県 

近畿地方整備局 河川部 河川計画課 

06-6942-1141 

福井県、滋賀県、京都府、大阪府 

兵庫県、奈良県、和歌山県 

中国地方整備局 河川部 河川計画課 

082-221-9231 

鳥取県、島根県、岡山県、広島県 

山口県 

四国地方整備局 河川部 河川計画課 

087-811-8317 

徳島県、香川県、愛媛県、高知県 

九州地方整備局 河川部 河川計画課 

092-476-3523 

福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県 

大分県、宮崎県、鹿児島県 

沖縄総合事務局 開発建設部 河川課 

098- 866-1911 

沖縄県 

国土交通省 水管理・国土保全局 河川計画課 河川計画調整室 

０３－５２５３－８４４５ （内線 ３５３５２、３５３７４） 

※ 各問合せ先の「調査・計画担当」にお尋ねください。 

※ 地方整備局の基本とする管轄の例外となる水系（かっこ書きしたもの）については、 

主なものを記載しています。 

※ 国管理以外の河川については、各都道府県の土木事務所等に直接お問い合わせ下さい。 

連絡先等がご不明な場合には上記の地方整備局等にお問い合わせ下さい。 
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〇 「田んぼダム」の支援について（農地整備事業） 

問い合わせ先 対象都道府県 

北海道農政部農村振興局農地整備課 

011-231-4111 （内線 27-554） 

北海道 

東北農政局農村振興部農地整備課 

 022-263-1111 （内線 4176） 

青森県、岩手県、宮城県、秋田県 

山形県、福島県 

関東農政局農村振興部農地整備課 

 048-600-0600 （内線 3531） 

茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県 

千葉県、東京都、神奈川県、 

山梨県、長野県、静岡県 

北陸農政局農村振興部農地整備課 

076-263-2161（内線 3561） 

新潟県、富山県、石川県、福井県 

東海農政局農村振興部農地整備課 

052-201-7271（内線 2658） 

岐阜県、愛知県、三重県 

近畿農政局農村振興部農地整備課 

075-451-9161（内線 2561） 

滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県 

奈良県、和歌山県 

中国四国農政局農村振興部農地整備課 

086-224-4511（内線 2661） 

鳥取県、島根県、岡山県、広島県 

山口県、徳島県、香川県、愛媛県 

高知県 

九州農政局農村振興部農地整備課 

096-211-9111（内線 4781） 

福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県 

大分県、宮崎県、鹿児島県 

沖縄総合事務局農林水産部農村振興課 

098-866-0031（内線 83340） 

沖縄県 

     農林水産省 農村振興局 農地資源課  ０３－３５０２－８１１１（内線 ５６１３） 
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〇 「田んぼダム」の支援について（多面的機能支払交付金） 

問い合わせ先 対象都道府県 

北海道農政部農村振興局農村設計課 

日本型直接支払グループ 

011-231-4111（内線 27-876） 

北海道 

東北農政局農村振興部農地整備課 

 022-263-1111 （内線 4491/4349） 

青森県、岩手県、宮城県、秋田県 

山形県、福島県 

関東農政局農村振興部農地整備課 

 048-600-0600 （内線 3565） 

茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県 

千葉県、東京都、神奈川県、 

山梨県、長野県、静岡県 

北陸農政局農村振興部農地整備課 

076-263-2161（内線 3563） 

新潟県、富山県、石川県、福井県 

東海農政局農村振興部農地整備課 

052-201-7271（内線 2658） 

岐阜県、愛知県、三重県 

近畿農政局農村振興部農地整備課 

075-451-9161（内線 2569） 

滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県 

奈良県、和歌山県 

中国四国農政局農村振興部農地整備課 

086-224-4511（内線 2671） 

鳥取県、島根県、岡山県、広島県 

山口県、徳島県、香川県、愛媛県 

高知県 

九州農政局農村振興部農地整備課 

096-211-9111（内線 4772） 

福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県 

大分県、宮崎県、鹿児島県 

沖縄総合事務局農林水産部農村振興課 

098-866-0031（内線 83334） 

沖縄県 

     農林水産省 農村振興局 農地資源課  ０３－３５０２－８１１１（内線 ５６１８） 

 

 


